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1． は じ め に

　米 国西 海岸は 地震 の 多い 地 域 で あ り，緩 い 砂地 盤 が堆

積 し て い る 箇所 で は 地 震時の液状化 に よ る沈下 や 側方流

動が 発生す る危険性 が 高い
。 米 国で 地 盤 改 良工 事 （液状

化 対 策 と して は 主 と して ス トーン コ ラ ム 工法 が用 い られ

る）を 受注
・
施工 す る上 で は ， 目本 と異 な る様 々 な

“
米

国流
”

の シ ス テ ム や考 え 方 が ある。本稿 で は，そ の
“
米

国流
”

に つ い て幾 つ かの事例を紹介する。

2． 地盤改良工 事の発注方法

　米国で の 地盤改良工 事 の発注は，性能規定 に よる方法

が
一

般的で ある。事業主 か ら調査 ・設計業務 を受託 した

地盤 エ ン ジ ニ ア が地 盤 調 査 を実施 し，計画 構造物の 地 盤

の 評価 と，対策 が必 要 な場合 に はそ の 検討 を行う。エ ン

ジ ニ ア は ，必 要 に 応 じ て 地 盤 改 良の 適 用 を 提 案す る が ，

地 盤 改良 の 詳細 検
．
討は 実施 せ ず ，必 要 な 要 求 性 能 （地 盤

強度 や 地 震時の 沈下量） と対象範囲 し か 規定 しな い の が

般 的で あ る。こ れ に対 し，地 盤改良業者は 各 々 要 求 性

能 を満足 す る た め の改 良仕 様 （改良 工 法 ・
改良 率

・砂 杭

径 ・
改良深 度）を検討 し，その 性 能 を満足 す る数量 で 見

積 を提示 す る。工 法 と数量 の 違 い が 見積金 額 に 直結す る

た め，地盤条件 を 見極 め ，い か に 必 要最低限な 改良仕様

を 設定 で きる か が受注の 成否 を 左右す る。な お，事後調

査 に お い て要求性能を満足 しな か っ た 場 合 には，施 工 業

者 の 責任 で
e‘
杭 間 に

”
増杭 を打設 す る こ とが 許 され て お

り ， あ る程度思 い 切 っ た設計 も可能 にな っ て い る 。 そ の

意味 で ，技術的 な差異 を設計 に 反映 しや す い 土壌 が あ る。

下 表 に rl米 の 発注 方法 の 比 較 を示 す。

　　　　　　 表一”t　 日米の発 注方法 の比較

日本 米国

形 式 設 計 仕 様 に 基 づ く規 定 性 能規 定

改良 目標

地盤 強度住 と して SPT 試

験に よる N 値）

液状化判定結果 （FL 値）

地震時沈 r量

地盤強 郵CPT の qc，　SPT
の N 値）

地震時沈
一
卜量

改 良仕様 入 札資料内で 設定
各社 が 独 自の設 計方法 を

用 い て実 施

図面 杭配置，数量まで 規定 必 要範囲 の み表示

　 しか しなが ら，業者 に よ っ て は ま れ に 無謀 と思わ れ る

設計に て応札 し，受注した もの の 結局品質を 満足で きな

か っ た事例 もあ っ た よ うで あ る。こ の た め発注者は こ の

よ うな不 適 正 な応札 者 を排 除す るた め，大規模工 事な ど

で は 入札 前 に資格審査 を実施 して 適正 な 業者を 絞 り込ん

68

で い る 。 また 業者 に 履 行 ボ ン ドを条件 づ け，履行 保証を

得て い るの が一般 的で あ る。

3． 地盤改良効果の 評価方法

　地 盤 調査 方法 は，杭間の 標準貫入 試験 （以 下，SPT ）

と，三 成分 コ
ー

ン 貫 入 試験 （以下 ， CPT ） が一
般的 で

あ る。前述した地盤改良工 事の 要求性能は，SPT に よ

る N 値や CPT に よ る先端抵抗 （q。） に ，上 載荷重 と細

粒分含有率の 補正 を 加 え た値 （（Ni60）、S，（q。1N ）c，） に よ

っ て 定 め られ る こ とが 多 い 。CPT は 日 本 の 改 良地 盤 に

お け る 適用事例 が 少 な く，試験結果 の 特性 に つ い て は 不

明な点が多い。今後 日本の工 法 （サ ン ドコ ソ パ ク シ ョ ン

パ イル 工 法 な ど）を 適用 す る 場 合 に は，CPT 結 果 の 更

な る評価方法 と，CPT で 得 ら れ る 先端抵抗 （q，）と周

面摩擦 （fs） と を 基準化 した 改良効果 の推定方法の 確 立

を 図 っ て い くこ と が 重 要 な課 題 で あ る。

4． 品 質 管 理

　工事の 品質は事後調 査 に よ っ て要 求 性能を満 足 して い

るか否 か を確 認 す る 。 米 国 と 日本 との 相 違 点は そ の 試 験

頻度 の 多さ で あ る。参考 と して表
一 2 に締固め工 事の 施

⊥ 本数 と事後調査数 の 事例 を 示 す 。

表一2　事後調査

工 事名 締 固め 丁 事 事後調査

北 カ リフ ォル ニ ァ ー12 、956 本 55 本 （CPT ）

北 カ リフ ォ ル ニ アー22 β15本
51 本 （CPT ）

ll 本 （SPT ）

南カ リフ オ ル ニ アー11 ，642本 17本 〔C阿 ）

　施 τ 中 は 発注 者 側 の 検査官 が 現場 に 常駐 し 監督 す る の

が
一

般 的 で あ る。施 工 業者の 日常管理 は 日木 と比 べ る と

簡 易 で，写真 記 録 の 義務 は全 く無 く，その 日に打 設 した

杭番 号，施 工時間を 示 し た 日報 ，自記 記 録 さ れ た 時 間一

深度 ， お よ び深度
一
材料使用量 の チ ャ

ート等が 正 式 な 品

質管理 書類 とな る 。

5、　 お わ り に

　米 国 の 地 盤 改 良工 事 （液 状 化 対 策） に おい て は，事業

主 の 要求性能 を ， 受注者 の 判断 （一改良仕様）に よ り確

保 す る こ と とな る 。 要求性能 と品質保証 にお け る リス ク

マ ネジメ ソ トが重要 な課題 で あ り， プロ ジ ェ ク ト個 々 に

技術 に 裏打ちされた適正 な判断 が必要 とな る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理　　2008 、5．26 ）
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